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を何度も要請していた。1899 年 2 月 3 日、帝国貴族院議員の阪谷芳郎は台湾協会会長
桂太郎に上呈した意見書の中で、台湾文化の向上のため、また北白川宮能久親王の記念
1	 呉文星「日拠時期台湾的高等教育」『中国歴史学会史学集刊』第 25 期、1993 年 9 月、143‒157 頁。





































4	「植民の半面」『台湾日日新報』1911 年 1 月 12 日、第 2面。
5	「日日小筆」『台湾日日新報』1918 年 4 月 2 日、第 3面。
6	 佐藤源治『台湾教育の進展』台北：台湾出版文化株式会社、1943 年、65 頁。




























る。1928 年、上山満之進総督の時期、勅令第 31 号「台北帝国大学官制」が公布され、大
学の制度、人事、経費はすべて日本内閣及び台湾総督府の管理によるものとし、植民地
色の濃い大学の輪郭が作られた。同年 3 月 17 日、さらに勅令第 48 号をもって「台北帝
国大学組織規程」や他の関連法令を公布し、台北の富田町台北高等農林専門学校内に台北
帝大を創立することとした。文学博士幣原坦を初代学長に任命し、文政、理農学部長に




10	 松本巍著、蒯通林訳『台北帝国大学沿革史』台北：訳者、1960 年、1‒4 頁。

























部に生物学・化学・農学・農芸化学の 4 学科を置き、修業期間は 3 年から 6 年であった。









　1936 年 1 月、大学当局は、台湾の気候と風土が日本内地と異なるために開発に当たっ
ては医療衛生面の問題が多々発生することを予想し、知識・経験の豊富な医学者を招い
て熱帯医学研究に従事させることとし、医療設備が充実していた台北医学専門学校と台
北医院を基盤に医学部を創設した。修業期間を 4 年から 8 年と定め、東京帝大名誉教
授・法医学博士三田定則を医学部長とし、さらに日本内地より医学分野の人材を招聘し、
優秀な教師陣をもって、台北帝大医学部が日本一の医学部となることを期待した。「台
14	 幣原坦「台湾の学術的価値」『台湾時報』1926 年 12 月、25‒26 頁。
15	 松本巍著、蒯通林訳『台北帝国大学沿革史』、8‒9 頁。
16	 松本巍著、蒯通林訳『台北帝国大学沿革史』、6‒7 頁。
17	 国立台湾大学編『接収台北帝国大学報告書』1945 年、23 頁。





ているように、1936 年に初めて学生を募集したところ、応募人数は 120 名に達し、うち
40 名が合格、合格率は 39.2％であった。同年の東京帝大医学部の合格率は 55.6％であっ
たから、一時期、台北帝大医学部は東京帝大医学部より入学が難しかったことになる 19。





部を増設した 20。具体的には、理学部は化学・動物学・植物学・地質学の 4 科、農学部
は農学・農業経済学・農業土木学・農芸化学及び獣医学の 5 科、工学部は機械工学・電
気工学・応用化学及び土木工学の 4 科となり、全部で 114 の講座に組み直された。その







文政学部内に 25講座、理学部に 13講座、農学部に 22講座、医学部に 24講座、工学部に
30講座があり、計 5学部、17学科、114 講座を持っていた 23。その他の付属機関としては、
図書館、農場、演習林、病院、熱帯医学研究所等があった。
　当大学の卒業者数は僅かであり、さらに台湾籍の学生数と日本籍の学生数の差が激し
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23	 松本巍著、蒯通林訳『台北帝国大学沿革史』、10 頁。
24	 黄得時「従台北帝国大学設立到国立台湾大学現況」『台湾文献』第 26 巻第 4 期、第 27 巻第 1 期合刊、


























表した 27。1922 年 4 月、村上は台湾総督府史料編纂委員会に雇われ、主にオランダ占領期
における台湾の事跡史料の収集と調査を任された。さっそく年末に再び台湾へ赴いて中
南部での視察と資料蒐集を行い、翌年 1月 9日に東京へ戻った 28。





助教授菅原憲に引き継がれた 29。1929 年 8 月、村上は藤田文政学部長後の空白を補うた
め、文政学部長を兼任した。1933 年には『新港文書』を出版、書中には 109 件の文書を
26	 佐藤直助「村上直次郎先生を追憶して」『上智史学』13、1968 年 10 月、3‒6 頁。
27	 村上直次郎「台湾新港文書」『史学雑誌』8：7、1897 年 7 月、674‒683 頁。
28	「村上直次郎「府史料編纂ニ関スル事務ヲ嘱託ス」」『台湾総督府公文類纂』第 3752 冊 38 号文書、1923






収録、そのうち 87 件は新港社のもので、その他に卓猴社 3 件、麻豆社 16 件、大武壟社
































30	 岩生成一『続南洋日本町の研究』東京：岩波書店、1987 年、476‒486 頁。
31	「彙報：国史大学院例会」『史学雑誌』47：8、1936 年 8 月、1032‒1033 頁。「箭内健次（任台北帝国大助
教授；七等十二級；文政学部勤務；職務俸三百六十円）」『台湾総督府公文類纂』第 10093 冊 182 号文書、
1938 年 5 月 27 日。



































たもので、台湾原住民研究をテーマとして、1930 年から 1932 年の間に移川と助手の宮
33	 馬淵東一「移川先生の追憶」『馬淵東一著作集』第 3巻、東京：社会思想社、1974 年、467‒483 頁。
34	 台北帝国大学文政学部史学科編『台北帝国大学開学式紀念展覧目錄』1936 年、58‒71 頁。芮逸夫「本系
標本搜蔵簡史」『国立台湾大学考古人類学刊』第一期、1953 年 5 月、16‒19 頁。
35	 移川子之蔵『墾丁寮石器時代遺跡』台北：台湾総督府内務局、1936 年。



























竹三州の廟宇、史跡に及び、合計すると拓本 120 件、撮影史料 600 余枚を集めた。1937
年 4 月、移川はパリで開催された国際人類学民族学会議に参加し、その帰路にオランダ
のハーグ国立文書館を訪問した際、17 世紀オランダ占領期の台湾関連資料約 2 万 5 千点
を撮影した 42。この年の 7月中旬、日中戦争の勃発により経費が削除され、やむを得ず調
査中止となったが、この期間における史跡調査は 23 回も行われ 43、大きな成果を挙げたこ
とは間違いない。
38	 台北帝国大学土俗人種学研究室編『台湾高砂族系統所属の研究』東京：凱風社、1988 年復刻。「小川、
移川両教授の受賞」『南方土俗』第 4巻第 2号、1936 年、45‒47 頁。
39	 馬淵東一「高砂族に関する社会人類学」『馬淵東一著作集』第 1 巻、東京：社会思想社、1974 年、
466‒483 頁。宮本延人口述、宋文薫・連照美編訳『我的台湾紀行』台北：南天、1998 年、85‒167 頁。





5輯、1938 年 12 月。
43	「台湾資料調査室の設置」「台湾資料調査室報告第一」『南方土俗』第 4巻第 2号、51‒57 頁。「台湾資料調
査室報告第二」『南方土俗』第 4巻第 3号、1937 年 5 月、51‒55 頁。「台湾資料調査室報告第三」『南方土








編修課長、高等商業学校校長などの職を歴任した 44。1928 年 3 月に台北帝大講師に転任し、
1930 年 3 月台北帝大が言語学講座を増設したことによって、講座教授へと昇任した。小
川は言語の天才であり、台湾に赴任してから数年の間に閩南語に熟達し、1907 年に『日
台大辞典』を完成した。その後は関連資料の収集に止まらず、1931、1932 年に再度『台













較を経たこの研究は、1936 年に A Study of the Yami Language: An Indonesian Language 




フィールドワークに没頭した。1939 年に『台北帝国大学文政学部紀要』第 4 巻第 1 号に






44	「小川尚義（任台北帝大教授；俸給；勤務）」『台湾総督府公文類纂』第 10059 冊 73 号文書。
45	 小川尚義『台日大辞典』上・下冊、洪惟仁主編『閩南語経典辞書彙編』第七・八冊、台北：武陵出版社、
1993 年。













































































を第 1巻から 10 巻まで発行した 55。






　1928 年 3 月、初期の理農学部には農学・熱帯農学第一、第二講座が設けられていたが、
1930 年に第三、第四講座が増設され、1944 年には太平洋戦争の需要によって第五講座が
増設された。そのうち、農学・熱帯農学第一講座（農業経済学講座）は奥田彧を講座教授
































56	 台湾新民報社編『台湾人名辞典』1989 年、43‒44 頁。
57	「台北帝国大学農学部園芸学教室業績目録」『熱帯園芸』第 11 巻第 1‒4 号、1943 年 12 月、218‒227 頁。











えば Ambari-hemp, Cassava, Derris）等数種の新種作物の栽培法に関する研究報告 15 編、
























58	「会員名簿」『熱帯園芸』第 1 巻第 12 号、1931 年 12 月、1‒22 頁。「台湾園芸協会会則」『熱帯園芸』第 5
巻第 2号、1935 年 2 月。


































　1942 年 6 月、小田俊郎は医学部同僚の横川定、下條久馬一と共に熱帯医学会を設立
し、雑誌『熱帯医学』を創刊した。この雑誌は 1944 年 2 月までに計 5 号を発行し、各自
の研究成果を発表した他、海外における熱帯医学研究の最新成果も紹介した。1943 年 3
月、台北帝大付属熱帯医学研究所は不定期刊行の『熱帯医学研究』を発行、所員の研究



























高いことを発見した。胸部 X 光線図で、肺の病変が起きていた日本人学生 42 名、台湾人
学生 12 名中、2 年から 4 年の追跡観察後、日本人学生 14 名が発病（そのうち 6 名が死









62	 丸山芳登編『日本領時代に遺した台湾の医事衛生業績』横浜：編者、1957 年、110‒111 頁。
63	 葉炳輝・許成章『南天的十字星─杜聡明博士伝』高雄：精華印書館、1960 年、133 頁。小田滋「堀内・
小田家三代百年の台湾史―台湾の医事、衛生を軸とした身辺雑記〈四〉」『台湾協会報』第 553 号、1990
年 10 月 15 日、第 2面。
64	「台湾大学医学院第一付属医院変遷概況」『民報』1946 年 11 月 18 日、第 3面。













ヘン吸引人口を日領初期の 20 万人より 1945 年の 56,000 人にまで減少させ、時代の与え
た任務を完うした 68。蛇毒に関する成果は二つあり、一つは台湾の毒蛇被害調査で、もう
一つは台湾産毒蛇の毒物学的研究である。1939 年、杜聡明は第 13 回日本薬理学会会長
に選出され、「台湾ニ於ケルドクヘビ咬傷被害ニ関スル統計的観察」「台湾産蛇毒ノ毒物
学的研究」の題目で講演を行い、台湾の蛇毒に関する具体的な研究内容を紹介して来場




士号を取得している。例えば 1933 年に薬理学教室に入学した李騰嶽は、7 年の間に計
15 編の論文を発表した。彼は台湾産蛇毒の炭水化物代謝機能に関する実験研究を専門と
し、1940 年に京都帝大で医学博士号を取った。李鎮源、彭明聡も蛇毒研究の成果により
1946 年に台北帝大で医学博士となった。1934 年から 1945 年までに、蛇毒研究をテーマ
に博士の学位を取得した薬理学教室の学生は陳景崧、頼其録、王人喆、浮野竹市、李騰
嶽、高橋敬文、藤井善男、沈孝猷、陳石錬、李達荘、松田進勇、李鎮源、許燦煌、彭明
聡、傅雄飛、劉聡慧の 16 名で 70、同教室からは台湾医学研究の先鋒と目される人物が輩出
した。

































始まった。1938 年 7 月、台北帝大は南支派遣軍への協力のために厦門大学を受け入れ、
翌年 2 月、広州での開発事業の再開を機に、広東地域を中心とした華南調査を行った。











　1945 年 8 月の日本敗戦後、中華民国政府が台湾を接収し、その「日本化を排除し、中
国化を求める」政策の下で、台湾を中心とする研究は徐々に衰退し、中国関係を主とした
研究へと転換していった。これについては人文学科が最も際立った傾向を示し、例えば
台北帝大文政学部史学科の土俗・人種学講座は、戦後、台湾大学文学院史学科民族学研
究室に改称され、1949 年には独自の考古人類学系を創設した。教師陣も大陸から遷台し
た中央研究院歴史語言研究所の研究員が主となり、研究課題も河南安陽の殷墟に関する
考古学や、甲骨文研究などに移行、戦前の台湾学研究から一転した。しかし医、農、理
学院の研究で医学、自然科学及び応用科学の部類に入る課題はこのような状況の変化に
左右されず、変動が少なかった上に更なる創新も見られた。例えば、薬理学研究の蛇毒
研究は社聡明の弟子李鎮源に継承され、引き続き国際的に活躍することとなった。
（原文：中国語、日本語訳：王莞晗）
